
















































































姫君の暮らしは心細くお気の毒なありさまである。老女房などは、「あんな遠いところに離れて行かれたにしても、昵懇な人に まにはお便りがな ものでしょうか。何かのついでにも音信 さらいというのは、たいそう冷たいお心ですこと」と、あれやこ や批判しあっている。姫君ご本人はと言えば、これま ひどく控え










でゝ御ものがたりなどし給 ゝ、御きんめしよす。 るは、ひたみちに心ふかくもてけちてすぐし給めれど いふにもまさる御思ひ
＊＊

















































































































だ慎むべきだとお思いなので、こうして夜遅くにわざわざいらっしゃったのです。見苦しくない御座所を つらいなさってくださ姫君はどうして出ていらっしゃらな のです 」と大夫が 、侍従は「本当に、引っ込み思案すぎる もどうか」と思 、姫君のもとに入ってきて対面をお勧めする だが、姫君は宵のうちか 物の怪が起こりなさったよう 気分が悪いのに、 「その上 人の気配
け












































































てふるまふに そあれ。 ううちあれて人げすくなき所には、きつねなどいふけだものらも、 人のたましひをおかしはか わざする也。あしくてはとられもするなり」などすくよかにのたまへば、姫君は「むくつけくおそろし」とおぼす。
おい人どもはこなたによりきて、 「あがほとけ、このなんたすけ

















は不例の病人がいる かね」とお尋ねになる。人々が、 「姫君が昨夜から悩ましくして らっしゃる由を申し上げると、阿闍梨は、 「そうか。よからぬものの気配がするのを見つけたもので、通り過ぎにくくて参上したのだ。いったいどういうご病気なのだね」などとお尋ねになるところに、御几帳 端のあたりに、先ほど お手紙が巻
み














































＊＊＊＊こえまし」など申を、 「いとあるまじき事也。 しごろさるものゝらうじてすみかとしたるものは、人の家にうつさせつとも、又よからぬわざすべし。たゞきりたふして川 どにながさせたまへ」との給。
こ宮のもちつたへさせ給て、この姫君の一の御てうどゝしおかせ
















































































































る。「されど、ひたぶるにうちすてさせ給とはなくて、おのづからまぎれありかせ給やうもやあらん。中々おしこめてつれなしづくらんよりは、これよりおどろかさせ給はゞ、めづらし に、さてなびきもし給はむかし」など、よ づに思めぐらして、姫君をそゝのかきこゆれど、さらにおぼしもかけ給はず。「わが身はかうかずならぬものにて、人の御わすれ草をまかせきこえむこそめやすからめ。あい う しすぎたりとおぼさ んがわりなき事」とのたまはせて、いよ
く
御かほひきいれつゝおはし
































子は、山里にいるような気がして、ものさびしくしみじみと た気持ちになる。そうな とますます、何ごとにもお心が紛 ようはく、一日じゅう、姫君はただつくづくともの思いにふけりながらお暮らしである。
そんな時、大弐の甥で、三河介の職にある者が、この侍従に求婚
して、時々この邸に通ってきていたが、暗くなる時分に入ってきて言うには 「ただ今、権大納言殿が、この家の門前を通り過ぎていらっしゃいます。それはもう昔と変わらないお忍び歩きですなあ」などと言うので、侍従は、 「それでは、本当に姫様のことは忘れ果ててしまわれた だ」と思うにつけても、やはりこの「三輪の山」は悲しいのであ 。「そうは言っても、ひたすらうち捨てておしまいになるというわけではなくて、忍び歩きをなさっている間 偶然こちらにも紛れ寄られることもあるかも知れない。なまじっか引きこもらせ 平静を装ってい よりは、こちらから気づかせ さしあげたなら、珍しくて、そのまま心を寄せていただけることもあろうよ」などとさまざま思い巡らし 、姫君にお勧めしてみ のだが、そんなこと 思いもかけなさらない。「我が身はこうして取るに足りない者なので、人に忘れ草の種を播
ま








らっしゃいますか。ここに申し上げるべきことがあります」と言って、様子をうかがってお伝え申し上げたところ、大夫は、 「なるほど、昔分け入られた浅茅が原であるな。ああ、どんなにか荒れ さっていることであろ 」と言って、お車の主にご覧に入れた。「本当に、年も経てしまったのに、今は肘笠雨
（にわか雨）
の便り






















































昼間に連れてきていた犬 、下屋 そばで横になっていた 、火の
しも
や
































































り憑かれたようなご病気ではなく、食事を口になさらないで長い日数が経過して衰弱なさったのだから、物の怪退散の加持を受けたところで何の効果もない。叔母君はずっと付き添っていらして、 「困った とだわ。せめ 目だけでもお開けくださ 。船酔いとおっしゃったから、ありふれたことと思って油断していましたのに どうして私を捨てて逝こうなんて思うようになられたのです 京 お
い
留め なか ことも、いい加減な扱いだとお思いな 」とどどと、ただ大泣きに泣きながら申されるが、女君は返事もお にならない。
－ 16 －
